
私のからだ・子宮と向き合う

20,30代で
激増してます

ブラシや綿棒で子宮頸部
表面の細胞を採取する

顕微鏡で診断

出典：国立がん研究センターがん対策情報センター
全国推計値（ 2 0 1 5年 ）

子宮頸がん検診

月経時以外の出血、茶褐色・黒褐色のおりものが増える、下腹部の痛みなど の

自覚症状のある方は、検診を待たずに早急に婦人科を受診してください。

細胞診検査
「表面の細胞を調べる」

※ HPV(ヒ トパピローマウイルス )：性行為をした女性の約8 0 % が一生に一度は か
かる といわれる。HPVの感染自体は自然なことで、ふつうは自然消滅する。

● がんを発見できるだけでな く、

● がんになる前の段階である
「前がん病変」も発見可能 です 。

【 イメージ図】

※

検診でがん予防

誰がなっても
おかしくない

力を抜いて深呼吸してくださいね。
す ぐにすみますよ 。

正しい判定のためには、月経中と
月経直後を避けることをおすすめします。

＊国立がん研究センター 5年相対生存率 ( 2 0 2 0年)

「臨床病期Ⅰステージ(早期がん)」で
発見された場合の子宮頸がん５年生存率

93.7%

「症状のない方も少なくとも、2年に1回の受診」

20代から激増し

30-40代でピーク！
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定期的に受診しましょう！

早期発見・早期治療で
子宮頸がんは90％以上が治ります

＊


